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1-3節の「Android プロジェクトの作成」の説明と新しい SDKの操作がかなり変わっているので

補足します。 

 

 ウィザードの選択画面（図 1）では、Androidアプリケーション・プロジェクトを選びます。 

 

 

図 1 ウィザードを選択 

 

 新規 Androidアプリケーションの作成画面（図 2）では、Application Nameにアプリケーショ

ン名を、Project Nameにプロジェクト名を、Package Nameにパッケージ名を入力します。 

 Minimum Required SDKには、最小 SDKバージョンを指定します。Target SDKがビルドタ

ーゲットです。 

 また、Compile Withで、API17 Android4.2や API16 Android4.1といった APIのバージョン

を選択できます。特に問題なければ、デフォルトの API17 Android4.2 のままでも良いと思いま

すが、ビルドターゲットに合わせることもできます。Themeもデフォルトのままでかまいません。 



 

図 2 新規 Androidアプリケーション 

 

 プロジェクトの構成画面（図 3）では、［カスタム・ランチャー・アイコンを作成する］、［アク

ティビティーの生成］、［ワークスペース内にプロジェクトを作成］のチェックボックスにチェッ

クが付いた状態で、［次へ(N) >］をクリックします。 

 

 

図 3 プロジェクトの構成 

 

 次の画面（図 4）で、ランチャー・アイコンの属性を指定できますが、特に変更する必要はあ



りません。［次へ(N) >］で進めてください。 

 

 

図 4 ランチャー・アイコンの属性の指定 

 

 アクティビティーの生成画面（図 5）では、［アクティビティーの作成］にチェックが付いてお

り、BlankActivityが選択されている状態で［次へ(N) >］を選びます。 

 

 

図 5 アクティビティーの生成 



 

 新規ブランク・アクティビティーの画面（図 6）では、Activity Name（アクティビティ名）と

Layout Name（レイアウト名）を指定することができます。本書 32ページ図 1.51のHello.java、

main.xmlに該当する部分です。 

 

 

図 6 新規ブランク・アクティビティーの画面 

 

 たとえば、Activity NameにBonjourと入力すると、Layout Nameは自動的に activity_bonjour

となります（図 7）。 

 ［完了(F)］をクリックすると、プロジェクトが作成されます。 

 



 

図 7 Activity Nameに Bonjourと入力 


